
（1）調査の目的
　仙北市を幸福度全国ナンバー 1 とするため、市民の日
常生活と意識・行動を明らかにし、その結果を施策立案
の基礎資料や、施策展開のための客観的データとして活
用することを目的としています。

（2）調査の内容
１. 幸福度
２. 地域への愛着やあるべきまちの姿
３. 普段の活動や暮らし
４. 市の施策への満足度・重要度

（3）調査の設計
１. 調査対象：令和 5 年 3 月 31 日現在で市内に居住す

る満 18 歳以上の男女個人
２. 標本数：3,000 人
３. 抽出用法：18 歳以上の各年代別の地区別人口の構成

比に応じて無作為抽出
４. 調査方法：郵送による調査票の配布および郵送による

回答
５. 調査期間：令和 5 年 5 月 17 日㈬～ 6 月 2 日㈮

（4）回収結果
１. 有効回答数：1,204 人（有効回答率 40.1％）

令和5年度 市民意識調査の結果

性別 無回答
1.5％

※ 比率（%）は、小数点以下第 2 位を四捨五入するため、各回答の比率の合計が 100% にならないこと（99.9%、100.1% など）があります。

    調査目的および実施概要調査目的および実施概要

    回答者について回答者について

◆幸福度（0 ～ 10 段階評価）について
　「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点
として、現在どの程度幸せであるかをお伺いした
ところ、不幸でも幸福でもない中間の「5」を回
答した方が多い結果となっています。
　また、幸福度（0 ～ 10 段階評価）の「０～３」
を幸福度「低」、「４～６」を幸福度「中」、「7 ～
10」を幸福度「高」と分類し、幸福度を性別と年
代別でみてみると、18-30 代男性が他の年代より
も幸福度が低い人の割合が高い結果となりました。

年代別・性別の幸福度（男性）

◆ 7 つの項目と幸福
度の関係
　幸福感につながる
7 つの項目について
分析したところ、7
つの項目の数値が高
い方ほど幸福度が高
いという傾向がわか
ります。

※ 幸福度は幸福度（0 ～ 10
段階評価）を「高」、「中」、

「低」に分類したうえで分
析しています。

　市民意識調査結果を公表するにあたり、田口市長から市民の皆さま
宛ての YouTube 動画があります。
　スマートフォンなどで右の二次元コードを読み取りご覧ください。

年代別・性別の幸福度（女性）

幸福度カテゴリー別

女性女性
54.2％54.2％

男性男性
44.3％44.3％

家族構成

夫婦のみ夫婦のみ
22.1％22.1％

二世代二世代
44.3％44.3％

無回答
1.8％

一人暮らし
12.2％三世代以上三世代以上

19.6％19.6％

年齢

40歳代40歳代
12.4％12.4％

18 ～ 20歳代
4.8％

30歳代
5.8％

50歳代50歳代
13.5％13.5％

60歳代60歳代
21.4％21.4％

70 ～ 74歳
16.9％

75歳以上
24.5％

無回答
0.7％

居住地域

田沢田沢
2.3％2.3％

無回答
0.7％

生保内
20.2％

神代
15.9％

角館
28.1％

中川中川
3.6％3.6％

雲沢雲沢
6.7％6.7％

白岩白岩
5.7％5.7％

上桧木内
2.2％

桧木内
2.2％

西明寺
10.4％

    幸福度について幸福度について

幸
福
度

幸福度 令和 5 年度

無回答
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令和4年度 幸福度

5.9
6.8
5.3

13.4
13.3
13.0
25.0

7.0
5.8
2.0
1.0
1.6

男性・70代以上

男性・40-60代

男性・18-30代

女性・70代以上

女性・40-60代

女性・18-30代

14.4 51.5% 34.2%

13.0 50.2% 36.8%

28.3% 31.7% 40.0%

16.3% 43.0% 40.7%

14.0 43.7% 42.3%

17.2% 41.4% 41.4%

（1）やりたいこと
（趣味・学び・活動・
仕事など）がある

（2）やりたいことに
向けてチャレンジ

（準備・実行など）
している

（3）日々の暮らし
で生きがいを感じ
ている

（4）暮らしのなかで、
健康になれるよう努
力している

（5）自分のことを大
切に思ってくれる人
たちがいる

（6）頼れる人（家族・
友人・地域の人な
ど）がいる

（7）自分の居場所や
役割がある（家庭・
地域・職場など）
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令和5年度 市民意識調査の結果
    施策の満足度と重要度施策の満足度と重要度

　どの分野の施策においても重要、やや重要であると答えている割合が 5 割を超えていますが、特に「健康福祉医療」や「生
活安全」分野の施策での割合が高い結果となりました。

施策の重要度

施策の満足度

　「生活安全」「健康福祉医療」「環境土地利用」「教育文化」分野の施策が比較的に満足度が高い一方で、「産業振興」「移住定住」
「地方創生」「住民参画交流」分野における施策に対しては、満足度が比較的低い結果となりました。

　第 2 次仙北市総合計画基本計画（後期）で定めた施策に対して現在の
満足度と今後の重要度をお伺いし、8 つの施策大綱別にまとめて集計分
析しました。

  住んでいる地域への  住んでいる地域への愛着など愛着など

住んでいる地域への誇りや愛着がある

　地域への誇りや愛着に対しては、「ある」、「どちらかと
いえばある」を合わせた割合が、64.3％となり昨年より
3 ポイント減少となりました。

仙北市の住みやすさについてどう思いますか

　仙北市の住みやすさに対しては「住みよい」、「まあ住
みよい」を合わせた割合が、41.1% となり昨年度より
13.9 ポイント減少となりました。

これからも仙北市に住み続けたいと思いますか

　昨年と同様に６割を超える方が今の場所に住み続けた
いと回答しています。
※令和 5 年度は「別のところへ移りたいが、移れない」
　の項目を削除しています。

家族や友人に仙北市への移住・定住を
勧めたいと思いますか

　「強く思う」、「まあまあ思う」を合わせて 25.3％と昨
年とほとんど変わりはありませんでした。一方で、「全然
思わない」、「それほど思わない」は合わせて 36.7％とな
り昨年度より 2.9 ポイント上昇しました。

無回答

わからない

ない
どちらかと
いえばない
どちらとも

いえない
どちらかと
いえばある

ある

無回答

わからない
別のところへ移り

たいが移れない
県外へ移りたい
県内のどこかへ

移りたい
市内の別のとこ

ろへ移りたい
今の場所に住み

続けたい

無回答

わからない

全然思わない
それほど
思わない

どちらとも
いえない

まあまあ思う

強く思う

無回答

わからない
とても住み

にくい
住みにくい
どちらとも

いえない
住みよい

とても住み
よい

　市民意識調査概要版および詳細版 ( カラー ) については、仙北市ホームページ（https://www.city.
semboku.akita.jp/government/shiminishikityosa/index.html）に掲載しています。スマートフォン
などで右の二次元コードを読み取りください。
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